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【
上
伊
那
郡
宮み

や
だ
む
ら

田
村
】　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
本　

行
浩

　

長
野
県
の
南
部
に
位
置
し
、
南
ア
ル

プ
ス
と
中
央
ア
ル
プ
ス
に
挟
ま
れ
た
自

然
豊
か
な
村
。
降
雪
は
少
な
く
、
晴
天

率
の
高
い
地
域
、
暮
ら
し
や
す
い
気
候
。

人
口
は
約
８
８
０
０
人
。
生
活
圏
半
径

約
２
㎞
の
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
村
。

◆
移
住
対
策
◆

　
「
田
舎
暮
ら
し
の
本
（
宝
島
社
）

２
０
２
１
年
版
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト

ラ
ン
キ
ン
グ
」
全
国
１
位
。
20
代
か
ら

50
代
位
の
方
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。

近
年
の
傾
向
と
し
て
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ

フ
的
な
シ
ニ
ア
世
代
が
増
え
、
関
東
圏

か
ら
関
西
圏
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　

移
住
す
る
決
め
手
と
し
て
考
え
ら
れ

る
こ
と
は「
時
間
を
か
け
て
説
明
し
、多

く
の
不
安
を
解
消
し
、い
か
に
移
住
希

望
者
に
寄
り
添
え
る
か
」と
い
う
こ
と
。

　

移
住
者
の
新
規
就
農
者
の
受
入
れ
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。「
宮
田
方
式
」

と
い
う
独
自
の
土
地
管
理
制
度
を
採
用

し
て
い
る
た
め
、
宮
田
村
に
は
、
耕
作

放
棄
地
が
な
い
。

　
「
宮
田
方
式
」
と
は
、
村
を
一
つ
の

農
場
と
考
え
、
村
全
体
の
農
地
利
用
計

画
を
作
成
し
、
村
が
土
地
所
有
者
に

地
代
を
払
っ
て
農
地
の
利
用
権
を
得
て
、

そ
れ
を
就
農
者
へ
貸
し
出
す
仕
組
み
。

　

村
が
間
に
入
っ
て
不
動
産
業
の
役
割

を
果
た
す
た
め
、
土
地
を
探
し
て
新
規

就
農
を
希
望
す
る
人
に
と
っ
て
は
非
常

に
参
入
し
や
す
い
。

◆
日
本
一
を
め
ざ
す
子
育
て
支
援
◆

　

宮
田
村
で
は
、
子
育
て
日
本
一
の
村

を
め
ざ
し
、
充
実
し
た
支
援
策
が
あ
る
。

　

施
設
面
で
は
、
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で

の
子
供
と
保
護
者
が
利
用
で
き
る
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
う
め
っ
こ
ら
ん

ど
」
が
あ
り
、
同
年
齢
、
異
年
齢
の
子

供
達
、
保
護
者
が
集
い
、
育
ち
育
て
あ

う
場
所
。
保
護
者
同
士
が
顔
を
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
交

換
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
１
歳
児
か
ら
３
歳
未
満
児
専

用
保
育
園
「
こ
う
め
保
育
園
」
は
、
行

事
に
左
右
さ
れ
ず
、
独
自
の
ペ
ー
ス
で

保
育
で
き
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
、

３
歳
以
上
児
保
育
園
に
も
隣
接
し
て

い
る
の
で
、
保
育
園
の
お
兄
さ
ん
お
姉

さ
ん
と
も
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
隣
接
し
て
る
の

で
、
高
齢
者
と
の
交
流
も
で
き
、
少
子

化
、
核
家
族
化
が
進
む
社
会
情
勢
の
中
、

世
代
を
超
え
た
交
流
を
大
切
に
し
て
い

か
れ
る
と
感
じ
る
。

　

保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
で
は
、

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
給
食
も
自
慢
の

一
つ
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
も
き
め
細

や
か
に
対
応
。
給
食
で
使
う
食
材
に
つ

い
て
は
「
宮
田
村
学
校
給
食
を
育
て
る

会
」
が
中
心
と
な
り
、
食
材
の
確
保
か

ら
納
入
ま
で
を
行
っ
て
い
る
。

　

木
島
平
村
で
も
固
定
観
念
に
と
ら

わ
れ
ず
、
良
い
施
策
は
、
取
り
入
れ

て
い
か
れ
れ
ば
と
感
じ
る
視
察
研
修

で
あ
っ
た
。

　
今
年
度
は
、
県
内
南
信
の
宮
田
村
・

泰
阜
村
ほ
か
、
数
か
所
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
で
は
、
湯
本
行
浩 
議

員
・
山
本
隆
樹 

議
員
の
報
告
書
を
抜

粋
・
編
集
し
、
掲
載
し
ま
す
。

　
な
お
、視
察
や
各
種
研
修
会
の
報
告

書
は
、議
会
事
務
局
で
保
管
し
て
お
り
、

ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

議
会
国
内
視
察
研
修

宮田村役場にて

うめっこらんど内　遊ゆう広場

（
11
月
６
日
～
７
日
）
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【
下
伊
那
郡
泰や

す
お
か
む
ら

阜
村
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

隆
樹

　
「
福
祉
の
村
」
と
し
て
在
宅
福
祉
に

力
を
入
れ
、
ま
た
「
山
村
留
学
」
に
も

30
年
以
上
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
泰

阜
村
を
視
察
し
た
。

　

国
道
も
信
号
も
コ
ン
ビ
ニ
も
な
い「
な

に
も
な
い
中
」で
、自
然
と
共
生
し
、な
い

も
の
は
作
り
、知
恵
を
出
し
、協
働
の
精

神
を
育
ん
で
い
る
村
だ
と
感
じ
た
。

泰
阜
村
っ
て
ど
ん
な
ト
コ
？

　

長
野
県
南
部
に
位
置
す
る
人
口
約

１
６
０
０
人
の
農
村
。
総
面
積
64
・
59

㎢
の
う
ち
86
％
を
山
林
が
占
め
る
。　

　

居
住
地
の
標
高
は
、
天
竜
川
沿
い
の

３
２
０
ｍ
か
ら
役
場
周
辺
の
７
７
０
ｍ

ま
で
高
低
差
が
あ
る
た
め
、
植
生
が
豊

か
で
あ
る
。
天
竜
川
の
東
岸
に
し
が
み

つ
く
よ
う
に
約
７
０
０
戸
の
家
々
が
点

在
し
、
高
齢
者
が
42
％
（
２
０
２
０
年

65
歳
以
上
）
を
占
め
て
い
る
。

◆
別
名
「
福
祉
の
村
」
◆

　

泰
阜
村
は
30
年
以
上
前
か
ら
「
在
宅

福
祉
」
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
昭
和
60

年
代
初
め
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
風
呂
桶
を

積
ん
で
の
「
在
宅
入
浴
」
が
最
初
で
、

そ
の
後
、
泰
阜
村
を
築
い
て
き
た
全
て

の
人
た
ち
が
安
心
し
て
泰
阜
村
で
老
い
、

最
期
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
在
宅
福
祉

に
力
を
入
れ
、
手
厚
い
福
祉
施
策
で
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
て
い
る
。

◎
泰
阜
村
の
福
祉
施
設

①
介
護
予
防
拠
点
施
設「
あ
さ
ぎ
り
館
」

　

障
害
を
持
っ
た
方
こ
そ
、
介
護
予
防

が
必
要
で
あ
り
、
行
動
範
囲
も
交
際
範

囲
も
狭
く
な
ら
な
い
よ
う
「
精
神
的
な

支
え
に
な
る
場
所
」
と
し
て
設
置
さ
れ
、

温
浴
施
設
も
備
え
て
い
る
。

　

現
在
、
元
気
な
方
、
地
域
の
方
に
も

十
分
活
用
さ
れ
、
社
協
に
よ
る
「
生

き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」（
介
護
予
防
）

を
中
心
と
し
た
地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

②
高
齢
者
支
援
ハ
ウ
ス「
や
す
ら
ぎ
の
家
」

　

や
す
ら
ぎ
の
家
は
「
介
護
施
設
」
で

は
な
く
、
高
齢
者
の
方
々
が
病
気
や
不

安
な
ど
の
理
由
、
ま
た
は
家
族
の
状
況

に
よ
り
、
自
宅
で
の
生
活
を
継
続
で
き

な
い
場
合
に
利
用
で
き
る
住
居
で
あ
る
。

　

住
み
慣
れ
た
「
我
が
家
」
が
基
本
だ

が
、
限
り
な
く
自
宅
に
近
い
終つ

い

の
棲す

み
か家

（
住
居
）
そ
の
結
論
が
「
高
齢
者
支
援

ハ
ウ
ス
＝
や
す
ら
ぎ
の
家
」
と
の
こ
と
。

　

在
宅
福
祉
、
在
宅
医
療
を
続
け
て
き

た
延
長
線
上
に
あ
る
「
ケ
ア
付
き
高
齢

者
住
宅
」
が
、
在
宅
福
祉
推
進
の
一
つ

の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
と
感
じ
た
。

◎
視
察
を
通
し
て
思
う
こ
と

　

課
題
と
し
て
、
介
護
保
険
制
度
施
行

以
降
、
施
設
利
用
志
向
が
高
ま
り
、
そ

れ
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
が
上
が
っ
て

き
て
い
る
。
要
介
護
者
の
年
代
層
が
上

が
り
、
同
時
に
高
齢
者
を
取
り
巻
く
家

族
の
年
代
層
や
環
境
が
変
化
し
た
こ
と

（
老
々
介
護
や
核
家
族
化
・
若
年
層
の

転
出
な
ど
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

自
宅
で
介
護
す
る
こ
と
は
大
変
な
こ

と
だ
が
、
で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
我

が
家
で
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
が
理

想
で
あ
る
。

　

木
島
平
村
も
地
域
福
祉
事
業
に
積
極

的
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
視
察
を
通
し

て
在
宅
福
祉
の
理
想
と
現
実
を
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
た
。
み
ん
な
で
支
え
あ

い
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
在
宅
福
祉
の
あ

り
方
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　
　◆

山
村
留
学
の
拠
点
◆

　

全
国
か
ら
、
親
元
を
離
れ
た
小
中

学
生
が
集
ま
り
、
協
働
生
活
を
行
っ

て
い
る
。

　

長
期
キ
ャ
ン
プ
を
き
っ
か
け
に
、
昭

和
61
年
か
ら
山
村
留
学
を
始
め
35
年
超
、

巣
立
っ
た
子
供
は
約
６
０
０
名
。

◎
一
年
間
村
の
子
に
な
る

  「
暮
ら
し
の
学
校
だ
い
だ
ら
ぼ
っ
ち
」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
自
然

体
験
教
育
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
民
間

施
設
で
、
ス
タ
ッ
フ
と
子
供
た
ち
が
共

同
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
18
名
の
小
中
学

生
が
一
年
間
（
更
新
あ
り
）
泰
阜
村
に

移
り
住
み
、
村
の
学
校
に
通
い
な
が
ら

協
働
生
活
を
し
て
い
る
。

◎
日
々
の
暮
ら
し
を
教
材
に

　

毎
日
の
食
事
や
掃
除
、
洗
濯
は
も
ち

ろ
ん
、
薪
割
り
や
田
ん
ぼ
、
畑
の
作
業

な
ど
も
子
供
た
ち
が
行
い
、
暮
ら
し
の

全
て
は
子
供
た
ち
の
話
し
合
い
で
決
め

る
。「
毎
日
の
暮
ら
し
」
の
中
に
学
び

の
原
点
が
あ
り
、
こ
こ
で
の
生
活
で
子

供
た
ち
は
、
生
き
る
た
め
の
土
台
と
な

る
「
根
っ
こ
」
を
育
ん
で
い
る
。

◎
「
村
と
生
み
出
し
た
新
た
な
教
育
」

　

保
育
園
の
野
外
保
育
活
動
・
学
童
保

育
の
受
託
・
都
市
部
の
若
者
と
村
民
が

一
緒
に
学
び
育
つ
大
学
生
受
入
事
業
な

ど
、
村
と
の
連
携
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
。

子供たちが生活
する母屋

やすらぎの家　外観（上）
　　　　　　　居室（下）


